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にしざわえんちよう あいさつ

西澤園 長 挨拶

日頃よ り日野療護 園 の運 営 に ご理解、ご 協 力 をいただき 誠 にあ り

が とうございます。

今後 とも、 どうぞよろ しくお願 いいた します。

3 月 までは同 じ日野市 内の七生福祉 園 に勤務 して お りま した。

このたび、 4 月 1 日付 で 園 長 に 着 任 した西 澤 巧 と申 します。

るため、 粉 骨 砕 身 取 り組んで まい ります。

日野 療 護 園 が、関わ る全 ての 皆 様 にと ってよ り良い施設で あ り続 け

令和 2 年度 は先 行き不透明な 中での波舌Lの幕 開けとな って しまいま新 型 コロナウィル スの猛威 によ り、

確 信 して お ります。

間 、 今 一度 ご 協 力 のほ どよろ しくお願 いいた します。

した。感 染 症 対 策 について は、全 職 員 が常 日頃か ら + 分 な 配 慮 を 心 が けて お りますが、予測不能の

細 菌 が相手 とい うこともあ り、 常 時 マスク 着 用 、手洗い うが いの徹 底 、 3 密 ( 密 閉 ・密 集 ・密 接 )

の回避 等 々、いつも以 上 に細 心 の注 意 を払 うことで、クラスタ ー発 生 防止 を図 って います。そんな 中、

ため、残 念 なが ら 表 情 は読み取 りにくいのですが、残 り半 分 か らうかがえるまなざ しか らは、や る気 ・

既存の 職 員 と 力 を併 せて利用者本位のサ ー ビスの徹 底 と自分 自身の 成 長 に努 めて い って くれる と

最後 に、 ご利 用 者 並 びにご親 族 等 の 皆 様 には、長 期 に渡 り面会や 外 出 の 自粛 をお願 いする こととな

元 気 • やさ しさ • 真 剣 さ••・とい った前向きな 感 情 が伝 わ ってきます。そんな初 心 を大 切 に しなが ら、

り、大 変 申 し訳 あ りません。 この 状 況 が 終 息 を迎 え、平 穏 な 日 常 を取 り戻 す ことがで きるまでの

今年度 も多 くの新規 ・転 入 職 員 を迎 え入れま した。 皆 一 様 にマスクで半 分 顔 が 唸れて しま って いる
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新福祉サービス第 2 グループリーダー

今年度 よ り、福祉サ ー ビス第 2 グル ープ リーダ ーを務めさせていただきます、

務 未と單 します。 3 肯 まで は釜ズ從］の千葉備在宣で! (輔 して お りま した。

桜 やチ ュー リップに囲まれたやさ しく穏やかな雰 囲気の中、 新 しい環 境 と

な り、利用者の皆横や ともに 働 く職 員 か ら、た くさんの学び を得なが ら日々

業務 を 行 って お ります。薪たな学び とこれ までの経験 を活か しなが ら、利用

者の皆榛が、安心、安全 に生活が呆れますよ う努めて まい ります。

どうぞよろ しくお願 いいた します。

新 任 ・新 入 職 員 紹 介

尊 住は口 裏 も答め、望せ と して 2 〇名の薪荏 • 鏡荏 施賞 の曾さん をお並 え しま した。薪埜 コロナウィル スの

診 誓 と、あいにくの謂寝様 のため、堂後iでマ スク量 での 黛答 号覧 とな りま した。W し< ft ii を覽 える こと

と並行 して コロナウィル スへの対策が求め られて いますが、戸惑 いなが らも皆さん一生 懸命支援 にあた って

くれて います。例年 にな いスタ ー トを切 った当圓ですが、今年度 もどうぞよろ しくお願 い致 します。( 記 : 小澤)
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感 菓 症 対 策 研 修

感 染 症 対 策 ( 標 準 予防策) を 中 心 に 研 修 を 行 いま した。 標 準 予防策の基本は、ズバ リ ! 手指衛 生で

感 染 リスクの高 い支援を実施する際 は、支援 内 容 に応 じてプラスチ ックグローブやエンボス手 袋 を使用 し、

感 染 しない ・園 内で感 染 させないことを 目 標 (こ、利用者支援(こ関わる 職 員 及 び管理グループ 職 員 を 対 象 (こ

す。当 園では、利用者支援に関わる 職 員 へ 入 職 時に個人用のアルコールジェルと專 用 携 帯ポシェッ トを渡 し

園 内の感 染 リスクを低 減できるよう、 日 常 的 に取組みを 行 っています。

4 月 7 日、新 型 コロナウィルス 感 染 症 緊 急 事態宣 言が発令されま した。 これを受け、園では 職 員 自身が

今年度は、当 園の 職 員 と して春 を迎 えた方 が例 年 よ り多か ったため、 日 常 の利用者支 援 上で 行 うべき

ています。 職 員 は勤 務 中、 必 ず携 帯 し 『1 介 助 • 1手洗 い ( アルコール 消 毒 ) 』を実施 しています。

今回の 研 修 会 では、手指の衛生の 重 要 性 について理解を深めるととも(こ、個人防護具 ( 防護服) の 着 脱 方法

感 染 症 対 策の 研 修 会 を実施 しま した。

についても學びま した。特に脱衣は植 董 を飾す必要があるため、使用後のガウンや手袋の脱ぎ方、マスクの外 し方

を参加者で確認 しま した。

新型 コロナウィルスへの対策は、マスクによる飛沫感染防止とアルコールによる手指 消 毒 の実施が有効では

ありますが、基本的な石験と流 水 による手洗いが しっかりできることは 重 要 です。なぜなら、アルコールの 流 通

が少なくな った場合やアルコールでは 消 失 できない菌やウィルスへの対応が求め られるからです。そこで 研 修 で

は手洗いチ ェッカーを使用 し、適切な手洗いについても指導を実施 しま した。

はいせつ し え ん

排泄支援

企 ズ H  &  Xf  ̶  M U  よ つ<  EE i fi

く手袋が必要な支援の例 >

傷 に触れる可能性のある支援
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蛍光塗料の入 った疑似汚れをつけて、

手を洗います UV ランプを碧てると、

洗い残 しが青 く光 って見えます

お花見週 簡

勒 い辟 修  を罰 荷した復 に・ 賞 か らは「洗 い晋 によ っては落

れが唐らな いなんて、び っくり した」 「皆券の手洗いの徽 ( 舞 い

逐 す曝薪 ) が分か った」琴の蔵類が商かれ ま した:。

争 に符誓 した碧れや論'蕾 ・ウィルスをきちん と倉 とせ る簡別 な

戦 いや、アル コール による將 首奮聖 を看 うことについて毒識

が驚 ま った:よ うに蔵 じま した:。

薪歯 コロナウィル スの気̂ について は、舞 の・隙 や ウィル

スの龍崩が罷 む ことによ り劉短 も菱^ して い くと患 います。

を しっか り賀舗 した至で、阪翼な劉彙 を飯 り犬れな

が ら、簡の,罹患 リスクを借纖で きるよ う敢 り南み を羅森 して いき

ます。

感 染 爺 対策委員会

3 ^ 2 3 0 か ら2 7 冒の簡 をお韻 適簡 と して、 お寇 の いいB に薦簡の整 を竟なが らのお緊震 を寂 しま

した。雪 目の寇 に至 されつつも、麗 、い蒔簡で はあ りま したが箋 くの哭薦 著 の芳 に槃 しんでいただきま した。

普藤、驚簡の種 を斐陽 で竟昆げて、のびのび と商 ごされて いたよ うに殖 じま した。ホ ールへ蔑 られ る麒 には

名残惜 しそ うにされている芳 もいま した。

薪單 コロナ ウィル スの盤築爭福 のため、舞 笛 琴が單花 にな った哭薦 署 の芳 にと って いい蜀お 続級 にな ったので

はな いか と焦 います。写後 も寄罷 な離 で このような翳黄 を舅 揭して いきたいです。 ( 亞 : 諦 )

今回は感 染症 拡大 防止のため創作活動が出来ず、俳句 コーナ ーはお休み とな りま した。楽

しみ に して下さ っている皆様、大変 申 し訳あ りません。次回の作品に ご期待 ください。

[i ]
梅雨の気配を感 じる今日この頃ですが体 調 管理に気を付けま しょう。 私 も感 染症対策防止 研 修 に参加 し、

手洗 いの大 切 さを學びま した。 只 今 実 践 中 です。


